
 

 

 

「加賀百万石文化めぐり(春編)リーフレット」の発行について 
 

文化施設が集積する兼六園周辺文化の森では、「加賀百万石文化めぐり」と題し、年間を通

じて多彩な展覧会やイベントを開催しています。今回その春編として、４月から６月に開催す

る展覧会やイベントを掲載したリーフレットを発行しました。 
 
１ 主な展覧会等 

（１）「加賀につづいた琳派 宗雪・相説 ―宗達と光琳のあいだに―」 

     本展覧会では、俵屋宗達在世中の作品から、宗達の後継者である宗雪と相説への作風

の転換を探るとともに、五十嵐派蒔絵との関わり、北陸地方に伝わった「伊年印
いねんいん

」の作

品などを紹介します。 

会 期 4月 26日(土)～5月 25日(日) 

会  場 県立美術館  

観覧料 一般 1,000円(予定)ほか 

(２)「歴史をつなぐ―石川を語るれきはくコレクション―」 

      新しく歴博に仲間入りした資料を関連コレクションと合わせて、多彩なテーマで紹

介します。歴博が誇る個性豊かな資料を様々につなぎ合わせることで、思いもかけない

歴史の扉が開きます。歴博で石川の歴史と文化の魅力を再発見しましょう！ 

会  期 4月 26日(土)～6月 8日(日) 

会 場 県立歴史博物館 

観覧料 一般 800円ほか 

（３）「移転開館５周年記念 花と暮らす展」 

    本展覧会では、国立工芸館の所蔵品を中心に、春から夏にかけて咲く花をテーマにし

た工芸・デザイン作品をご紹介します。身の回りにある花々だからこそ際立つ、それぞ

れの技法や個性をお楽しみください。 

会  期  3月 14日(金)～6月 22日(日) 

会 場 国立工芸館 

観覧料 一般 300円ほか 
 

２ 主なイベント 

「ガルガンチュア音楽祭 2025 in 兼六園周辺文化の森」  

   ・風薫る能へのいざない・新しい『羽衣』が舞い降りる 

     ガルガンチュア音楽祭初となる、県立能楽堂での公演です。金沢能楽会がナビゲー 

トし、チェンバロ・チェロと新しい『羽衣』の世界を演じます。 

日 時 5月 2日(金) 18:30～19:30  

      会 場 県立能楽堂 

      料 金 一般 2,500円、高校生以下 500円引き 

           音楽祭チケットカウンター（県立音楽堂内）にて販売 

 

※その他イベント等につきましては、添付のリーフレットをご参照願います。 

〈資料提供〉 

令和７年３月２５日 

文化観光スポーツ部文化振興課 

担当：藤井、野村  

TEL：076-225-1371（内線 3846） 

 










